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 産業競争力会議分科会での発表資料］ 
ベンチャー・イノベーション促進施策 

 
産業競争力会議議員	
 三木谷	
 浩史 

	
 

	
 

１．世界で戦える環境の整備	
 

・法人税率を少なくとも 20％台前半まで引き下げ	
 

	
 

２．ベンチャー・イノベーションを阻害する規制の徹底的な見直し	
 

・対面原則・書面交付原則の撤廃、遊休資産の活用を阻害する可能性がある規制の

洗い出しと対処等	
 	
 

	
 

３．起業文化の醸成	
 

	
 	
 	
 国による勲章授与・報奨制度の設立	
 

	
 

４．世界中から優秀な起業家・技術者と資金を集めるための施策の推進(アジアの起

業ハブ化のための環境整備)	
 

	
 ・起業家・技術者に対する所得税控除	
 

	
 ・ＩＰＯの際のキャピタルゲイン課税の半減	
 

	
 ・大都市の娯楽的魅力の向上（風営法の緩和等）	
 

	
 ・海外投資家へのアンケート調査の実施とそれに基づく対策の実施	
 

	
 

５．イノベーションを起こすために必要な人材の育成・確保	
 

・エンジニアの質・量ともにレベルを大幅にアップ	
 

	
 (英国並みにプログラミング教育の強化等）	
 	
 	
 	
 

・起業家教育の導入の推進	
 

	
 

６．起業エコシステムを生み出すための環境整備	
 

・起業家を経営面で支援するコンビネーションの強化	
 

	
 	
 ・優秀な大企業マネジメント経験者の有効活用	
 

	
 	
 ・ベンチャー企業経営者等による将来有望な企業の支援の強化(上場株式と非上

場株株式の譲渡所得の損益通算を可能とする制度の廃止の見直し等）	
 

・ＶＣがリスクをとるように個人保証や買戻条項の見直しを検討	
 

	
 

７．経営者の経営力の強化等のための環境整備	
 

・外部取締役設置の義務化、株式報酬の導入の推進、株式持合いの解消等	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 


